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特別管理産業廃棄物処理計画書

令和7年  4月  21日

明石市長   殿

提出者

住所  神戸市中央区京町83番地

氏名 盈裏顎驀幾窪贅
式
棄稜寿志

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

目霊言舌番圭井   078-393-2530

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の 2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物
の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 ケミプロ化成株式会社 明石工場

事 業 場 の 所 在 地 明石市二見町南二見22番 31号

計 画 期 間 令和 7年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

クフロー」別紙 7「製品以外発生廃棄物フロー」の記載のとおり
各廃棄物発生後の引き取り手順は別紙 9廃棄物処理に関する管理組
織図」の記載のとおり
収集運搬、処理方法、処理会社については別紙 13「特管物の種
類」の記載のとおり

②事業の規模 製品出荷額178,854万 円 (令和6年度分)

③従業員数

A― D、 F、  Iの ロ ッ

38人 (2025年 4月 1日 現在 )

①事業の種類 1639そ の他の有機化学工業製品製造業

について 1-6

④特別管理産業廃棄物
の一連の処理の工程
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特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

②計画

【前年度 (令和 6年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 別紙 11「特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関

する事項」の記載のとおり

排出量

(こ れまでに実施 した取組 )

578tの計画に対し679tと 廃棄物が17%増加 しました。生産計画では2883tの
計画に対2564tで 11%減ではありましたが、廃棄物の多く出る製品を生産した
為、増加となりました。今年度から製品切 り替え時に発生する特管アルカジ廃

水が出て多くなっております。取り組みとしては、従来と同じとなりますが製
品収率アップ、溶剤の回収率アップまたライン洗浄量を少なくし、窒素圧送を

行つております。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 別紙11「特別管理産業廃棄物の排出の抑制に

関する事項」の記載のとおり
JF出量

(今後実施する予定の取組)

今年度も製造工程で見直しできる事がないか、製造部、生産技術部と

共に協力し削減に努めます。あと、有価物への転換ができないかを検

討していきます。

(分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

今回も前回同様に置き場を明確にし、識別・表示保管状況等のチェッ
クをおこなっています。

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取

組)

引き続き、識別・表示保管状況等のチェックをおこない問題がないか

を確かめます。 (業務日報に項目を入れて確認をおこなっていま

す。 )

①現状

②計画

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項
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自ら行 う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和 6年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 別紙11

「自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に

関する事項」の記載のとおり自ら再生利用を行つた
特別管理産業廃棄物の量

①現状 (これまでに実施 した取組 )

特になし。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 別紙11「自ら行う特別管理産業廃棄物の再

生利用に関する事項」の記載のとおり
自ら再生利用を行 う
管理産業廃棄物の量

②計画 (今後実施する予定の政組 )

特になし。

自ら行 う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 6年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 別紙11「自ら行う特別管理産業廃棄物の中

自ら熱回収を行つた
特別管理産業廃棄物の量

問処理に関する事項」の記載のとおり

自ら中間処理により減量した
特別管理産業廃棄物の量

t t

①現状
(これまでに実施 した取組 )

特になし。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

別紙11「自ら行う特別管理産業廃棄物の中

間処理に関する事項」の記載のとおり

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組 )

特になし。

②計画



(第 4面 )

自ら行 う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度 (令和 6年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 別紙11「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋

立処分に関する事項」の記載のとおり
自ら埋立処分を行つた
特別管理産業廃棄物の量

①現状
(これまでに実施 した取組 )

特になし。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 別紙11「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋

立処分に関する事項」の記載のとおり
自ら埋立処分を行 う
特別管理産業廃棄物の量

②計画
(今後実施する予定の取組 )

特になし。

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和 6年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

全処理委託量 t t

良認定処理業者への
別紙11「特別管理産業廃棄物の処理の委託

に関する事項」の記載のとおり処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

t t

①現状 回収業者への
t t

処理委託量

回収業者以外の

を行う業者への t t

処理委託量

(これまでに実施した取組 )

出来る限りの排出廃棄物のリサイクルを推進。
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【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

tt

別紙11「特別管理産業廃棄物の処理の委託

に関する事項」の記載のとおり

tt

t t

全処理委託量

(今後実施する予定の取組)

製造工程での見直しをおこない特管廃油を出来るだけ削減する。排出

廃棄物の有価での引き取りできないかの検討。また、特管廃油につい

て出来るだけサーマルリサイクルできる業者に 100%処 分を依頼し
ていくようにしたいと思つています。強酸については再生利用できる

業者に依頼しております。

②計画

【前年度 (令和5年度実績】

679 t
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物
排    出    量

(ホ

°
)塩化ヒ
゛
フェニル廃棄物を除く。)

(今後実施する予定の取組)

すべて電子マニフェストでおこなつております。
電子情報処理組織の使
用に関する事項

※事務処理欄



別紙 1

製品Aプロックフロー

R2.5。 8

原料仕込み反応

中和 廃プラスチツク類

反応

溶剤回収遠心分離 ろ液処理

引火性廃油廃アルカリ中間品

汚泥

中間品・原料仕込み反応

廃プラスチツク類

滋過 汚泥

溶剤回収晶析口遠心分離

乾燥

充填

汚泥

引火性廃油



月J紙2

製品Bプロツクフロー

R2.5,8

‐
■

排水

反応 原料仕込み

排水

溶媒回収

釜洗浄

引火性廃油

孤

B耐 を卜手■

W



丹1紙3
R2.5.8

製品 Cプロックフロー

原料仕込み反応

強酸後処理

廃アルカリ

排水処理

溶剤回収濃縮

結晶ほぐし

溶剤回収遠心分離

引火性廃油乾燥

製品

汚泥

廃プラステック類



男Ⅲ甘破4 R2.5.8

製品 Dブロックフロー

原料仕込み反応

廃プラスチツク類

溶剤回収後処理

排水処理

溶剤回収濃縮

落解

溶剤回収遠心分離

引火性廃油wet品

乾燥

製品

汚泥



男電紙5 R2.5.8

製品 Fブロックフロー

廃アルカリ

汚泥

反応

廃アルカリ

原料仕込み

後処理

溶剤回収濃縮

結晶ほぐし

ろ液回収遠心分離

wet製品

引火性廃油

排水処理



R2.5,8

男u紙6

製品Iブロックフロー

原料仕込み

溶解

廃アルカリ水洗

溶剤回収

溶剤回収水洗遠心分離

残湾 (ドラム)廃アルカリ精製品



男咀紙フ

製品以外発生廃棄物フロー

生産技術部は品質管理部より廃液

原材料荷受け時

工場の照明

R4.4.21

引火性廃油・分析によ

木くず原材料の梱包

水銀使用製品産業廃棄物蛍光灯



月J紙9

廃棄物処理に関する管理組織図

羊

ロー ] 、天付きドラムク

・

契約等

分担
環境部
・廃案物処理計画等

・マニフェストの 理

管理部
の積み込み

引き渡し、通工処理の確認

分別、保管場所への運搬



別紙11
特別管理産業廃棄物の排出 に関する事項 自ら行う特管物の再生利用に関する事項

自ら行う特管物の埋立処分に関す

自ら行う特管物の中間処理に関する事項

特管物の処理の委託に関する事項

引火性廃油 強 酸 陰アジレカ七 合 計

679260 40排出屋 379

引火性廃油 強 醗 蛮アメレカ七 合 計

155 40 666排出量 471

tアルカ1 合 計引火性廃油特管物の種套R

0O 0 O自ら再生利用を
おこなつた量

合 計引火性廃油 Rアデレカ1

特暫物の種類

0 0 0自ら再生利用を
おこなった量

0

合 計引火性廃油 強 酸 強アルカ七特暫物の種類

0 0 0 0自ら熟回収を
おこなった量

強アルカリ 合 計特 管 物 の 穂 至置 引火性廃油 強 酸

00 0 0目ら熱回収を
おこなった量

1蛮
アルカ: 合 計引火性廃油特冒物の種類

0 0 0自ら埋立処分を
おこなった量

0

蛮アメレカ1 合 計引火性廃油 強 酸軒管物の種類

0 0 0自ら埋立 Fと分を
おこなった量

0

強アデレカリ 合 計Si火性廃油 強 酸符暫物の種類
40 679379 260

672379 253 40

1307 83 40

240240 0 0

138138 0 0熱回収を行う業者への

処理委託量

処理委託量

BI火性廃油 強アルカリ 合 計特管物の種類
666471 155 40!処理委託量

666471 155 40

1950 155 40

C0 0 0認定熙回収紫者への

処理委託量

471471 0 0
認定熱回収薬若以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量



の

男1紙 13

引火性廃油

強酸

;虫アルカリ

収集運搬
収集運搬
焼却処分
燃料化
混合

<委託 :(株 )大田化成商会 >、 <委託 :(株)ダイセキ>
<委託 :一宮運輸 (株 )>、 <委託 :エコシステムジャパン(株 )>、 <委託 :(株 )新岡山工業>
<委託 :新日本開発 (株 )>、 <委託 :エコシステム山陽 (株)>
<委託 :(株 )ダイセキ>
<委託 :(株 )ダイセキ>

<委託 :大幸工業 (株)><サンワリューツー>
<委託 :大阪ベントナイト事業協同組合>〈サンワ南海リサイクル>

<委託 :(株 )パルテック>
<委託ツミルテック>

収集運搬
中和

収集運搬
中和


